
令和　　　７年度　   園評価書
41 園名 静岡市立蒲原東部こども園

Ⅰ　経営の重点に関わること 評価段階（Ａ：よくできている　Ｂ：概ねできている、Ｃ：あまりできていない、Ｄ：できていない）

１　教育・保育目標 自己評価 関係者評価

Ⅱ　各領域に関わること

大項目 自己評価 関係者評価

・０歳から安心できる環境の中で、自分の思
  いを保育教諭に受け止めてもらう経験の積
  み重ねを継続していく
・子どもと一緒に遊びの振り返りをしながら
  明日の子どもの姿に見通しをもち、タイミ
  ングの良い環境の再構成をしていく
・子どもの発達をおさえ、その姿に合った環
  境を構成し成功体験が積み重ねられるよう
  にする。できた姿を認めその喜びに共感し
  ながら、自信を高めていく

心も体もたくまし
い子

「やりたい」を
満足するまでと
ことんやる

・2ヶ月に１回、様々な時間帯で関わる職員も
　含め、会議で気になる子の様子や支援方法
　等を共有していく

・定期的に分掌会議を行い、正規以外も見通
　しをもって取り組む。進捗状況を可視化し
　担当以外の分掌も意識できるようにする

・見取った後の環境や関わりを日誌に記入し
　分析したり、お互いにアドバイスやヒント
　を伝い合える機会をもち“チーム蒲原東
　部”として学び合っていく

６
研　修

５
組織運営

B
○個々に合わせた環境や遊び出しの環境を職員が意識して工夫をしている
●時差出勤のため、環境を設定する時間や担任間で子どもの姿や遊びの情
　報共有ができず、環境の見直しが難しい時もある

・教材等の補充の係を決めて実施する。係以
　外の職員も足りなくなった物を報告したり
　片づける場所を視覚化し、使ったものを戻
　す環境を作っていく

・早遅番の分掌が季節ごと早番遅番の環境に
　ついて話し合いをし、職員に共有しながら
　環境を改善していく

・午睡や夕方に担任間で子どもの姿を情報共
　有し、見通しをもった計画を立てる。また
  子どもと一緒に環境を考え整えていく

・子どもがケガをしない体づくりをサーキッ
　ト遊びや鬼ごっこ等で育んでいく。また、
　子ども自らが危険を察知する力を身に付け
　られるよう、安全教育を実施する

・引き続き、野菜の栽培やクッキング、食育
　を調理員と一緒に実施し、子どもたちの食
　の関心を高めていく

・散歩に行って気付いたことや見つけたもの
　を散歩マップに付け足していき、情報を進
　化させて共有する
・園周辺のことについて職員が学び合う機会
　を園内研修などでつくっていく

２　重点目標

・コドモンだけではなく、面談、参加会等の
　保護者と顔を合わせる機会に子どもの様子
　を伝える

・園の隣に小・中一貫校ができるので、その
　立地を生かして、気軽に校庭や校内に遊び
　に行かせてもらい、職員も子どもも顔見知
　りとなるようにしていく

改善策（来年度の具体的な取組目標等）

改善策（来年度の具体的な取組目標等）

・就学前までに育てたい姿に近づけるように
　園内研修時に各歳児の発達を職員間で押さ
　え、それに応じた教育・保育を行っていく

(1)研修体制の充実

(1)組織体制の充実

(1)教育・保育環境
の充実

備品、教材、素材等の配置、保
管、点検を適切に行い、日頃から
教育・保育環境の整備に努めてい
る

１０
地域との連携

(1)信頼される園づ
くりの推進

(1)近隣の園との連
携の推進

８
家庭との連携・
協力

(1)家庭教育への支
援機能の充実

９
近隣の学校との
連携

(1)健康教育の充実

B

B

７
教育・保育環境
整備

１
こども園における
教育及び保育

３
保健管理・指導

４
特別支援教育・
保育

(1)支援体制づくり
の推進

２
安全管理・指導

(1)事故防止・防災

(1)0歳から小学校
就学前までの一貫
した教育及び保育

中項目

(3)環境を通して行
う教育及び保育

(2)一日の生活の連
続性及びリズムの
多様性への配慮

評価指標 園説明

園番号

A

A

A

子どもたちが満足するまで、遊べ
るような環境構成の工夫をしてい
る

○送迎時に保護者とコミュニケーションを取り、1人1人の健康状態を把握
　し無理なく過ごすことができた
●早番遅番の室内環境について、子どもの様子に合わせて見直しをするこ
　とができない時もあった

園関係者評価委員から

園関係者評価委員から

○子どもの表情やつぶやきから子どもの思いを捉え、丁寧に関わることで
　一人一人が安心して自分の思いを表現するようになった
●まだ表現方法がわからず思いを十分に出せない子もいる

B

A

A

A

A

B

A

A

A

自分からやりたいことをみつけ、
「おもしろい」「明日もやってみ
よう」という気持ちをつなげてい
る

○楽しかったことを可視化の掲示や子どもたちと一 緒に遊びを振り返り
　「今日はこれで遊ぶ！」と意欲をもって登園する姿が見られた
●失敗すると諦めてしまう姿や環境の再構成が不十分で思いを実現できな
　い場面があった。子どもの発達や興味に合わない環境では、遊びが継続
　しにくいこともあった

一人一人の発達や成長を捉え、職
員同士がコミュニケーションをと
りながら、他学年や乳児幼児がつ
ながりのある教育・保育を実施し
ている

園務分掌を各自意識して、企画計
画に基づき遂行し、職員が協力し
て教育・保育を進めている

○園務分掌を各自が意識し、分掌リーダーを中心に企画・計画に基づき業
　務を責任もって遂行した。また、職員が協力して教育保育を進めている
●業務の偏りや正規中心の進行になってしまうことが課題である

○月反省のエピソード研修を通して、各歳児の子どもの育ちや子どもが面
　白いと感じていること、次月の教育保育について共通理解することがで
　きた
●『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』を捉え、それぞれの時期から
　意識していくことが不十分だと感じた

一人一人の生活やリズムに合わ
せ、安心して過ごせるようにして
いる

地域の方や自然に触れる機会をも
ち、地域に親しまれる園になって
いる

○児童館の作品展に参加したり、地域のパン屋に出向くなど積極的に周辺
　地域との交流の機会をもてている。S型サービスでは幼児だけでなく乳
　児クラスも地域との方々とふれあいを経験できている
●散歩に行く機会が少なかったため、地域にどんな自然があるのかをも
　っと一人一人が知り、計画を立てていきたい

あと一歩で事故になるところだっ
たというヒヤリハットした出来事
を記録、分析、改善策を職員間で
周知し、事故防止対策をしている

○毎月のヒヤリハット、それに対する改善策を職員会議や朝の打ち合わせ
　時に共有することで、職員の安全への意識が高まった
●大きなケガは少ないが、首より上のケガで病院に行くことが多かった。
　子どもが転倒時に手が出ないこともあるが、職員がケガにつながりそう
　という見通しの甘さがある

食に関わる経験を取り入れたり、
食べることを楽しむ工夫をしたり
している

○毎月の食育活動の中で、噛む大切さやお茶の飲み比べをする等、実体験
　を通して楽しく学ぶことができた。蒲原の特産品の削り節やお米の育て
　方を地域の方から教わる経験もしで、食への関心が広がってきている
○自分たちで栽培した野菜を給食室と協力してクッキングをしたり、保育
　教諭自身が楽しく食べる姿を見せたりしている

必要に応じた専門機関と連携を図
りながら、職員間で個々の理解や
丁寧な関わりをしていく

○専門機関と連携し、子どもの姿や発達を共有し支援することができた
●子どもの姿が日々変化しているため、対応や職員間の共有の難しさを感
　じた

研修テーマ『「面白い」を支える
援助』に向けて、保育実践と研修
を行っている

○園内研修では、研修テーマに沿って個に焦点を当てたエピソードを出し
　合い、見取る力をつけてきている
●見取った後の環境作りや関わりなどすぐに実践できない事もあり、日々
　の手立てを意識して保育をしていく必要がある

子どもたちの遊びや生活の様子、
園の取り組みなどを保護者にわか
りやすく伝え、子どもの育ちを共
有している

○コドモンでのドキュメンテーションや連絡帳で子どもの遊びの姿や保育
　教諭の思い、また送迎時にも子どもの様子を伝えている
●配信を見ていない家庭もあるので、手紙等の配信をする時は、お知らせ
　をする声をかける等、配慮が必要だと感じている

自分たちから積極的に近隣の小学
校や公私立園との交流を図り、意
見交換を行っている

○年長児は蒲原東小1年生、蒲原学園の友達との交流を行い、子ども同士
　が関わる場を作ることができた
○蒲原東小とは公開授業・公開保育での交流やアプローチカリキュラムの
　話し合いを行い、スムーズな接続ができている

自分から周りの人・もの・ことに
関心をもち、遊んでいる

評価指標 園説明

○園庭の環境図をもとに遊び出しの環境を考えたことで、子どもたちが主
 体的に遊ぶ姿や、様々なもの・ことへの関心の高まりがみられた。友達
 や異年齢の遊ぶ姿を見て真似したり、仲間に入れてもらったりしている

○子どもの遊びの様子を見ながら必要な物をさりげなく用意したり、使わ
　ない物を片付けたり環境を整えている
●教材庫や倉庫の元のあった場所に戻していないことがあり、用具が出し
　にくくなっていたり、教材が揃っていないこともあった

思ったことや感じたことを自分な
りの方法で表現している

A

A

A

A

A

・０歳から子どもの「見る力」が育まれ
　ている。異年齢で刺激を受け合い、園
　での学びが小学校につながっている
・今、小中学校とも主体性を大切にして
　いる。職員も子どもも自分が主体であ
　ることや自分がどうしたいという思い
　を大切にしてほしい
・運動会後、年長児のバルーンに憧れて
　年中児が一緒にやるなど遊びの継承が
　されているところに、集団や異年齢の
　良さがある

B

A

A

A

A

A

・保育教諭自身が主体的になることを意
　識し、思いや願い、子どもの伸ばした
　いことを職員間で情報共有をする

・環境は与えられたものだけでは、子ど
　もたちの発想や力は育たない。子ども
　と一緒に環境を作り何をしたいのか見
　つけていく

・保育教諭が余裕をもっておおらかに見
　守ることで子どもの可能性が見えてく
　る。子どもと一緒に楽しんで関わって
　ほしい

・事故やケガがゼロが理想だが、現実的
　には難しい。怪我をしないために大事
　なことはひとつではないが、子どもの
　自己防衛力、自己管理力等を高めてい
　ってほしい

・小学校では経験できない取り組みがあ
　ることが良い。子どもの頃の味覚や実
　体験は大人になっても忘れず、生きて
　いくための基礎となるため、今後も大
　切にしてほしい

・子どもの様子を職員間で共有すること
　が難しい点は課題と捉えるのではなく
　常に気をかけて発信していけば良い

・分掌に会計年度任用職員も加わること
　で、当事者意識が強くなっている。継
　続して取り組んほしい

・月反省では、記入用紙の内容を改善し
　保育教諭が子どもに対する思いや願い
　を共有していて充実している

・保護者アンケートではAの評価が多い
　ため、子どもにとっては良い環境作り
　ができていた

・保護者と直接対話できることが園の強
　み。保護者が連携がとれないと感じて
　いるところを対話の中で探っていく

・今年度は蒲原東小学校との交流がたく
　さんできた。来年度も先生同士のつな
　がりをもち、お互いが学ぶ機会がより
　多くなると良い

・S型サービスに子どもたちが来てくれ
　て、地域の方がとても喜んでいるため
　継続していってほしい

B

B

B

A


